

















Practical Education in Art and Design Engaging the Natural Environment
The aim of this practical education, of which the title is “Expression That Uses Cloth”, is not 
only that the students create their works, but also that they reflect and self-evaluate their activities 
and works from the perspective of the interactions between medium (cloth), light and air. In order 
to prompt their self-criticism and to deepen their experience through discussions, we demand the 
students to archive various nuances on cloth during their creation. This report indicates that there 
is still a problem of the gap between experience and language, that is, it is difficult for students to 








































































































B １ 秘密基地 D １ お店屋さん
B 2 チューブトップなハンモック D 2 巨大なくもの巣とブランコ





B ５ ブランコ D ５ 安らぎの空間（テント）

























光 Ｂ１ Ｂ2 Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｄ１ Ｄ2 Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６
基礎体験白さ ４ 2 ３ ４ ４ ３ 2 ４ 2 2 １ １ ３２
陰影・陰の色 ３ １ 2 １ ４ 2 2 １ １ １ １８
透明感 １ 2 ３ 2 １ １ １ １１
陽光・木もれ日 １ １ 2 ４
５ 7 8 8 ５ 9 7 ６ ３ ３ 2 2 ６5
工夫点色の変化 １ １ １ ３
日陰 １ 2 ３
陽光・木もれ日 2 １ 2 ４ ３ １２
３ １ １ ３ １ ４ 0 0 0 0 ５ 0 １８
アピール日陰 １ １ １ １ ４
影 2 2 ４
透明感 １ １
陽光・木もれ日 １ １ 2

























空　気 Ｂ１ Ｂ2 Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｄ１ Ｄ2 Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６
基礎体験
膨らみ 2 2 ４ ３ ３ １ １ １ １７
動き 2 １ ３ １ １ ３ 2 １ １４
自在に変化 ４ 2 １ 2 １ ３ 2 2 １７
色の変化 ３ １ 2 ６
手応え １ １ １ １ １ 2 7
音 １ １ １ 2 １ ６
7 ６ ５ ６ ５ ３ 9 ３ ５ 7 ４ 7 ６７
工夫点膨らみ １ １ 2
動き １ ５ １ １ 8
風 2 １ ３
0 １ １ ６ 0 ３ 0 0 0 0 １ １ １３
アピール膨らみ １ １ 2
動き １ １
風 １ １































環　境 Ｂ１ Ｂ2 Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｄ１ Ｄ2 Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６
工夫点装飾・小道具 ３ 2 ３ １ 9
模様 １ 2 2 ５
緑・樹木 １ １ １ ３
0 2 0 ３ 0 2 0 0 ３ ５ 0 2 １７アピール
装飾・小道具 １ １ １ ３
樹木 １ １





















布 Ｂ１ Ｂ2 Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｄ１ Ｄ2 Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６
基礎体験
自在に変化 2 ３ ３ １ １ 2 １ １ 2 １６
色の変化 ３ １ ４ 2 ３ 2 １5
感触 2 ４ 2 2 １ １ ３ １5
音 １ １
多様な使用方法 2 １ １ ４
５ 9 8 8 ５ ３ １ 2 0 2 ３ ５ 5１
工夫点
色の変化 １ １ １ 2 ５
感触 １ １ 2
形作る １ ３ 7 ３ 2 １ ３ ４ ６ 8 ４ 7 ４9
固定・強度 ３ ３ １ ３ ４ 2 2 ３ ６ 2 2 １ ３２
しわ・襞 ３ １ １ １ １ 7
装飾 １ １ １ １ ４
8 8 １0 7 8 ４ ５ 7 １３ １１ 7 １１ 99アピール
形作る １ １ １ １ １ １ １ 7
固定・強度 １ １ １ １ ４
0 2 2 １ 2 0 １ １ 2 0 0 0 １１
その他 Ｂ１ Ｂ2 Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｄ１ Ｄ2 Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６
アピール遊び １ １ 2
見え １ １ 2
人 １ １


































アピールポイント H２８ H２７ H２６
光











樹木 １ 2 １
４ 2 ３
布・紐形作る 8 ６ １２
固定・補強 ３ ４ 2
彩り 2 ３
１１ １２ １７
その他
遊び 2 ３
見え 2
人 １ １
音 １
５ ４ １
３5 ３２ ２２
−300−
自然環境を取り入れた造形表現の実践
クを作っているが、「光や風、緑が綺麗に見えた場所を選んで、ハンモックとして使ったら光
や影にも目が向くようにした」という記述が示すように、休息の場として考えた作品のため日
なたではなく日陰や木もれ日のきれいな所が選択されている。しかし学生の関心の変化は作品
の形態によるものだけではないと考えられる。D５のグループでは、基礎体験の光について
「光に当たると白の感じが強くなる」「影になる」の記述から、工夫点になると日陰を作る方法
の他に「光と影を楽しめるように」「中から空を見上げた時の日差し、外からテントを見た時
の木もれ日などを感じてもらえるように作った」と光や陰影の魅力を味わう記述となっている。
布の特徴を知るための基礎体験で注目した
＜白さ＞＜影＞は、太陽の光を反射してより
白くまぶしく見え、同時にできた影も観察し
たことによるもので、布と光の二つの関係を
とらえたものである。その後の活動で学生は
布を介して光と交わり、その光が布を媒介に
して日陰や木もれ日へと学生の関心を導き、
新たな光の美しさに学生が気づき作品に生か
している。この光との関わりの中で変化して
いく学生の姿をこの記録が示しているとも言
える。
　「空気」については、＜膨らみ＞や＜動き＞に関しては最終の作品記録のアピールポイント
まで記述が見られたのに対し、＜自在に変化＞＜色の変化＞＜手応え＞＜音＞は基礎体験のみ
でそれ以降はなくなっている。これに代わって＜風＞に関する記述が作品つくりの工夫点から
新たに出てきた。B６とD５のわずか2グループのみだが、作品の形や動きのために働きかけ
る空気としてとらえたものとは異なり、「風を通して気持ちよく感じられるようにする」「風を
楽しめるように」と書いていることからも、膨らみや動きなど視覚で確認できるものではない
効果、心地よさを作品で表現しようとした取り組みである。
　「環境」については、草花や木の実の色や形の面白さから作品に彩りを添える効果やままご
と道具に見立てるなど細やかな使い方が主であった。すべての作品が樹木を支柱とするなど何
らかの関わりをもっていたにもかかわらず、＜樹木＞に関して記載していたのは３グループだ
けであった。B2のハンモックとD３のブランコは「緑がきれいに見える場所」として樹木も
作品の一部にしており、作品のある場所も含めた空間的広がりのあるものになっている。
　これらの視点の推移については次のような見方もできる。基礎体験で行う①布をさまざまに
動かしてみる、②自分の体に巻くという表現体験が、布を動かす、風になびかせる、身に着け
るなどの布を使う行為を通して学生を「光・空気・環境」へと開いていく。これらとの関わり
D５：安らぎの空間（テント）
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自然環境を取り入れた造形表現の実践
から学生は新たな魅力を感じとり、前とは異なる自分になって作品に向かい、新たな自らの姿
を表現している。矢野が言うように、媒介者となる布が自己と世界の通路を開くと同時に、
「自己と世界とは、メディアを介して生まれる」３）様がここに示されている。「基礎体験−工夫
点−アピールポイント」の記述にその軌跡が示されたものと考える。
　他方記載状況の推移からは次のような傾向も見えてきた。今回注目した「光・空気・環境」
について、基礎体験では全グループが記載し、平成２６年度に比べ作品アピールポイントにおい
ても記載件数は増加しているが、作品の工夫点とアピールポイントの両方に全く記載のないグ
ループが存在することである。「光」では３グループ、「空気」では５グループ、「環境」でも５
グループに記載がない。この３項目が重複しているグループもある。「巨大なくもの巣」を作っ
たD2は３項目全て記載なく、工夫点では布でくもの巣を作る過程、アピールポイントでは
「くもの巣をリアルに表現するために糸を使用した」「奥にブランコを作ったことで奥行きが生
まれた」と作品の形に関する記述のみである。作品を見ると、くもの巣のフレームを成してい
る布に木もれ日があたり幾種類もの白が見え
ている。そこに樹木の緑が背景となって白と
緑の組み合わせが美しい。これらが記録に反
映されていないのは、学生が作品の魅力を十
分に理解できていないことを示しているとも
言える。同時に、この状況を補い更に布と自
然環境の関わりの豊かさを伝えるために行っ
ている作品発表会の講評が、十分に機能して
いない事実をも示している。この問題への対
応が新たな課題として浮かび上がってきた。
おわりに
　今回焦点とした環境要素について、記録用紙のトップに課題目的を記した欄を配し、１番目
の項目に「光・空気・環境との関係」を加えて基礎体験の段階から環境との関係について注目
を促すことができた。白い色、陰の色など光による色の変化や風に吹かれて動く布の姿、持つ
手に感じた風の力など、身体感覚を通して環境と関わる学生の姿を多くの記録に認めることが
できた。この体験が次の作品つくりへと向かうとき、樹木や木もれ日の美しさに目をとめ、白
い布に表情を与える効果として生かされた。また太陽のまぶしさや強さは日陰の快適な涼しさ
となり、作品を設置する場所として選ばれた。同様に吹き抜ける風の心地よさを実現するため
に風通しのよい作品構造を考える土台ともなっていた。これらは授業の初期段階で具体的な視
D２：巨大なくもの巣とブランコ
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自然環境を取り入れた造形表現の実践
点を示し、行動の跡を言語化したことで蓄積されたものが背景となっている。今回の記録内容
の見直しで環境に関する学生の関心を定着させる一定の成果挙げることができた。
　しかしその一方で、「工夫したこと」に比べて「アピールポイント」では記載件数の減少と
共に内容の薄さも見えてきた。また一部の学生が担当して書いているケースもあるためか全員
の意見を十分に反映しきれていないことも原因となっている。そのために「工夫したこと」で
挙げていた内容が消えるという事実もいくつかあった。自らの作品の良さに気づき、それを言
語化する表現力を養うことも課題のひとつに残された。
　おわりに、今回実践をまとめるにあたり、「布による表現」の取り組みを介して学生が自然
そのものと対話している姿を見ることができた。この体験がここにとどまることなく保育者と
して子どもと向き合う機会にも生かされることを願う。
参考引用文献及び註
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　矢野は「子どもの理解は認識としてではなく、子どもとかかわる行為の中でなされる。…私た
ちの心が子どもの心と直接につながっているからではなくて、身体と道具というメディア（媒介者）
を介してしか交通できないからである。このメディアが私たちと子どもとの共通の世界を開いて
いく。」と述べ、［自己−メディア（技術−身体−道具）−世界］の関係から幼児の理解及び教育を
捉えている。ここでいう「メディア」とは、「人が経験や体験をするさい、媒介となってそのメディ
アに固有の自己と世界への通路を開いていく、「もの」や「こと」のことである。」として、何か
を伝える媒体という用語法とは異なる意味で使われている。
